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一出身：京都府舞鶴市
趣味：ノンアルコールビール
講義：半導体工学 I、力学、等
専門：半導体工学

ひとこと
学生時代の経験はとても貴重で、そ咲後の人生に必ず
活きてきます。世界レベJ厄）研究開発を経験し、大学
で飛躍しましょう！

研究内容
太陽光発電システムの新しい使用方法の開発
► 営農型太陽光発電（農地の上の太陽光発電）
農場の上に太陽光発電を設置し電気を得て、その下で農作物を効率
的に栽培することのできるシステムの開発
► 車載太陽光発電（電気自動車の屋根の太陽光発電）
電気自動車の屋根やドアに太陽光発電を設置し、太陽エネルギーだけ
で電気自動車のエネルギーを賄うことができるシステムの開発

“ 営農型太陽光発電
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車載太陽光発電

エネルギー・鵬資源循環システムの開発
► 農畜産廃棄物の高効率エネルギー変換技術の開発
► 太陽光発電と農畜産廃棄物由来エネルギーで地域で使用するエネ
ルギーを賄う地産地消システムの開発
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暮らしを便利にする無線電力伝送 図

この研究はどう役立つ？研究から学べることは？
► 再生可能エネルギーは世界中で必要とされており、エネルギーと食物
を自給する持続可能な社会の実現に役立ちます。

► 今後、世界中で必要とされる再生可能エネルギーを基礎から学び、
経験できます。また、多くの企業との共同研究を実施しており、実用
化をめざす研究姿勢が身につきます。
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これまで外国からの輸入に頼ってきた化石燃料や農資源を国内で循環する強靭な産
業システムを実現する l

出身：京都府京都市
趣味：プログラミング，キャンプ，農業
講義：制御工学，電気回路
専門：制御工学

ひとこと
・興味を持ったことをどんどんやってみよう。
•本を読もう。先人の思考を学んで成長しよう。

研究内容
長距離無線電力伝送の実現
► 無線電力伝送のコイル間距離を延ばす
► 有線の場合と同程度の電力を無線でも
電気回路の数理•最適化・制御
► 電気回路の理論に隠された数理を発見する
► 電気回路をうまく操り，役立つように仕組む

6 省資源問題・エネルギー問題の解決に貢献する
..... w. 臨謀粛認溢硲
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ひとこと
新しいものを開発することが、将来の日本の科学（産業）を
支えることだと思います。一緒に新しい技術を開発して、新し
いものを作ってみませんか？

研究内容
新規低コストタッチパネル用透明電極の開発
► 現在のタッチパネル用透明電極には、レアメタルのインジウムが使用さ
れています。そこで、インジウムに代わる新しい材料、新しい作製手法
を用いて開発しています。

新規低コスト全固体二次電池の開発

► 現在の二次電池は、電解液を用いたリチウムイオンが主流です。発火
の問題があり、電解質を固体化することが急務です。新しい固体電
解質、新しい作製手法を用いて開発しています。
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電気電子システムプログラム教授 この研究はどう役立つ？研究から学べることは？
吉野賢二 ► レアメタルを使用しないことで、省資源の問題を解決することができま

す。価格も安くなります。

出身：愛媛県松山市 ► これからの時代は、電気を貯めることが重要です。災害にも役に立ち
趣味：ミニチュアグッズ収集 ます。電気自動車の普及が加速されます。
講義：パワーエレクトロニクス、太陽光発電デバイス工学等 ► 省資源問題、エネルギー問題を解決する知識や技術を身に付けるこ
専門：半導体工学

とができます。
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全固体二次電池の搭載が期待される装置

＾ （電気自動車）
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有線で竜力を届けるのは容易

最適化前は電力が小さい

最適化すると電力を大きくできる

I無線でも工夫次第で遠くまで電力を届けることができる
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この研究はどう役立つ？研究から学べることは？
► 無線電力伝送の技術を確立すれば，煩わしいケーブル類をな

笠 ことができる

► 無線電力伝送をうまく制御すれば，充電ケーブルを使わなくて

も駐車中に電気自動車を充電できる

► 無線電力伝送をうまく制御すれば，路面電車の架線をなくす

ことができる

► 電力の送電網を無線化して，電柱をなくすことができる
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うまく最適化・制御すれば有線の場合と同

じ電力を長距離で送ることが可能
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6 宮崎の豊富な太陽光を用いてエネルギーを劇る！
ニ燦謀字認忠忠

GX研究センター准教授
太田靖之

出身：岩手県ー関市
趣味：マラソン、サイクリング、献血
講義：再生エネルギーエ学、応用数学Iなど
．専門：エネルギー工学

ひとこと
太陽光エネルギーを中心としたエネルギーの自給自足
による二酸化炭素を排出しない社会をともに実現させ
ましょう！

研究内容
太陽光エネルギーを用いたP2G(メタンガス製造）システムの屋外実証
► 太陽光発電システムの電気エネルギーによる水素生成
► 太陽光由来水素と二酸化炭素を反応させることでメタンを合成
► 宮崎の太陽がエネルギー製造の源

エネルギーレジリエンの構築
► 太陽光などの再生可能エネルギーを中心としたエネルギー供給システム
を構築することで災害時のレジリエンスを強化

► 発電墨予測モデルによる災害時におけるエネルギー供給シミ1レーション
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災害時でのエネルギー供給のイメージ。通常時では電線からの電力を使えるが、災
害時では電線からの電力に頼らないエネルギー供給システムカ蛇ヽ 要になります。

この研究はどう役立つ？研究から学べることは？
► エネルギー資源の乏しい日本において太陽光を源にした持続可能な
エネルギー源が創出できます。

► エネルギーの使い方、たとえば災害時にどのようにエネルギーを分配す
ることでその災害を乗り切ることができるか分析することができます。

► 太陽光発電システムの動作解析に用いる回路シミュレーション、伝熱
シミュレーション、データベースを用いた発電量予測など各種解析手
法を学ぶことができます。

太陽光発
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太陽光発電システムの電力をもとにメタン合成。
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伝熱シミュレーションの一例。シミュレーションモデルを構築することにより、製品を実際
に作る前に温度分布（右屈）を調べたり、直接測定が難しい内部などの温度を推定
することができます。赤いところが温度が高く、青いところが温度が低いです。
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